





















The Teaching Difficulties in Reading Expository Texts on Secondary Education
－ Reviewing Recent Studies on Fact Recognition in Reading －
舟　橋　秀　晃*　
FUNAHASHI Hideaki
　In this paper, the problem of fact recognition in expository texts is discussed in terms of General Semantics and Science 
Communication. Based on Social Constructivism, especially Expansive Learning of Engeström, the paper discusses how 
the discrepancies between readers' and writers' fact recognition should be overcome in order to widen learners' reading 
range and to induce a chain of reading acts and what is necessary in the instruction of expository texts in secondary 
education. 
　In learning expository texts, it is important to develop the learners' intellectual humility. And, it is also essential to teach 
learners Argument from Analogy, have them compare information inside and outside of the text, and motivate them to read 
about the examples mentioned in the text.
キーワード：一般意味論，科学コミュニケーション，社会的構成主義，拡張的学習，類似からの議論
































0 0 0 0
身が複数の方略から選択し適用し修正する学習
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を自説に有利に導
く操作，後者は事実の存在自体
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　 も し 仮 に ， こ の 方 法 が 有 効 で あ る の な ら ， 舟 橋
（2019b）では複数教材による単元づくりの要件とし
て，複数教材間に何らかの社会的文脈が生成されるよう
求めていたが，必ずしも社会的文脈生成に拘らず，教科
書教材と組み合わせる教材の幅を評論や論説以外の種々
の日常生活上のテクスト（広告，雑誌，新聞等）を組み
合わせる方法一般にも，事実認識を問う学習が成立する
可能性があろう。
Ⅷ　結語
　説明的文章を読む際の「わからなさ」とは，初等教
育期のうちは日本語運用自体の問題（漢字の読み方，
語句の意味と用法など）が中心を占めるであろうが，
高学年以降中等教育期にかけては，漢語や外来語で表さ
れる用語・概念と観察される現象・現実との対応（事実
認識），前提条件，場合分け，因果，根拠などと主張と
の整合性（論証），比喩と実体との関係性（説得性，修
辞）等を文章から読み取り把握する過程での問題が占め
るようになるはずである。
　「わからなさ」を読書によって解決する方略を学ぶ，
中等教育期での説明的文章学習づくりのためには，知的
謙虚さ（立場や価値観に応じ同時に存在しうる多元的事
実認識を受容し吟味する態度）を養うこと，そして，学
習者に文章内容への批判的反応をただちに求めるより
は，「類似からの議論」を教え，文章内外の情報を比較
させ，文章内に挙がっている事例について，非言語をも
含む学習者の気づきを尊重し，気づきを「問い」につな
げ，「問い」を読み深めたり読み拡げたりして動機づけ
に生かすことが求められる。本稿ではそのような学習の
あり方を，イ～ニの４点から示し得た。
　今後はこの実践化と，実践を通した検証が課題となろ
う。その過程では，先行実践との関連で言えば，主題単
元学習の可能性を検討する必要も生じてこよう。かつ
て，同一主題のもと複数教材を編む主題単元学習の手法
には，国語科固有の教科内容としての適切さが問われた
経緯もある（池田匡史,2017）。だが今後は，類似から
の議論を吟味する単元づくりの一手法としてであれば，
特に中等教育段階では新たな活用を図れるようにも思わ
れる。
注
１ 「Ⅰ　問題の所在」と「Ⅷ　結語」には，刊行準備
中（時期未定）の拙稿の一部を，本稿の目的に合わ
せ加筆し使用した。「Ｑ6-4-2説明的文章を読む授業づ
くりの難しさにはどういうものがあるかを述べなさ
い」・「Ｑ3-4-2説明的文章の指導法にはどのようなも
のがあるかを述べなさい」，甲斐雄一郎・間瀬茂夫編
（未刊）『教職課程演習』（仮称）第16巻中等国語教
育，協同出版。
２　例えば，H.ロスリング・O.ロスリング・A.ロス
リング-ロンランド（2019）上杉周作・関美和訳
『FACTFULNESS』日経BP。またT.シャーロット
（2019）上原直子訳『事実はなぜ人の意見を変えら
れないのか』白揚社。
３　エンゲストロームは，加えて「探究的学習」論も展
開している。拡張的学習理論が，人間の知的活動一般
における学習の枠組みを示すのに対し，探究的学習は
103
中等教育における説明的文章学習指導の困難点　－｢わかりあう｣ための事実認識のあり方－
その枠組みの中に位置し，学校学習と拡張的学習を架
橋するものである。探究的学習論と説明的文章学習指
導との関係については，舟橋秀晃（2019b）で詳述し
た。
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